
３）中耕培土 ～収量・品質向上の土台づくりを！～

（２）中耕培土の時期
１回目 本葉３葉期

（播種後２０日頃）
２回目 本葉５葉期

（播種後３０日頃）

（１）中耕培土の目的
①排水性・通気性の向上
②株間の雑草防除
③発根促進による倒伏防止

注意！☞時期が遅れると大豆の
根を傷付けます！

🏲ポイント 栽培開始の遅れを取り戻しつつ、生育環境を整備しましょう！

２．播種期・生育期の管理作業（前編）
令和２年産 大豆栽培管理情報 令和２年７月発行

・圃場に水が溜まったままの状態が、湿害による生育不良の原因となります。
雨が降っても、速やかに水が出て行く圃場づくりを心掛けましょう。

２）排水対策 ～水を溜めない圃場にしましょう！～

１）遅播き対策 ～生育期間の短さを株数で補いましょう！～

播種期 畦幅（cm） 株間（cm） 播種量（kg/10ａ）
７月上～中旬※適期！ 21～13 4～7
７月下旬～８月 13～９ 7～１０

（参考）播種期別の畦間・株間・播種量の目安
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お問い合わせ先：大分県中部振興局 集落営農・農地活用班 電話０９７－５０６－５７９１
ホームページ ：http://www.pref.oita.jp/soshiki/11604/saibaikanrizyouhou.html

大豆

水の流れ

排水

水の溜まりやすい所

拡大

（１）排水施工で注意する点
①排水溝は圃場の外回り（額縁）と畦間に作る。
②額縁と畦間の排水溝が出会う箇所は平らに広くし、水が確実に流れるようにする。

初生葉

子葉

第１葉
第２葉

第４葉

第３葉

２回目

第５葉
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（２）施工後の整備
崩れ・埋まり等を補修し、収穫前まで排水溝を維持する。

・播種が遅れた場合は、圃場内の株数を増やし収量を確保することが重要です。

・大豆の株元に土を盛ることで、発生
する根が多くなり生育も旺盛となり
ます。

・排水対策とあわせ適期に作業を行い
ましょう。

注意！☞雑草対策のため、播種後の除草剤散布は速やかに行いましょう！


